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数理創造プログラムの基本理念

菊池大麓
(1855-1917)

数学者

東京数学物理学会の初代会長
(1884年設立、日本数学会、
日本物理学会の源流）

東京帝国大学理科大学長・総長
学習院長
京都帝国大学総長
帝国学士院院長
貴族院議員
枢密顧問官

理化学研究所(1917-)の初代所長
しかし以降99年間、理研に数学の
研究室が無かった。 3

『「とにかく、良い人を集めるこ
とだ。」 たしかにそれである。

これは、よい人がそこへ行って
研究したいという意欲をそそる
環境を生みだすことが先決で
ある、という意味も含まれてい
るわけである。金、体制、運営、
その他いろいろな問題がある。

が、研究にとってなにより必須
の条件は人間である。』

（科学者の自由な楽園
朝永振一郎著）



理論科学連携研究推進グループ (iTHES) 2013.4 – 2018.3

数理創造プログラム (iTHEMS) 2016.11 – 2023.3
1.  理論科学・数学・計算科学の研究者が分野の枠を越えて

基礎研究を推進する国際研究拠点。

2.  「数理」を軸とする分野横断的手法により、宇宙・物質・生命の解明や、
社会における基本問題の解決を図る。

3.   国際頭脳循環ネットワーク、分野横断型スクール・ワークショップ、日常的な分野交流
などを通して、ブレークスルーをもたらす研究土壌の開発や若手人材の育成を進める。
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新物質創成

ビッグデータ利活用 次世代金融経済システム

次世代医療システム



数理創造プログラム（iTHEMS）の強み・ポテンシャル

●iTHEMSは、PD,副PDの下で上級研究員 (7年)/研究員
及び特別研究員(3-5年)が所属し、研究チーム等の組織化
は行っていない。研究員の多くは４０歳以下の若手で構
成され、彼らの自由な発想な創意によって研究活動が行
われている。

●新たな分野への進出や新陳代謝を図るため、様々な分
野の研究員が同じ場所で研究活動を実施。

●誰もが参加でき、自由闊達な議論の場を設定し、基礎
原理から社会問題まで幅広くテーマを設定。

●将来の理数人材の育成に向け、東京大学と連携サマー
スクールを実施すると共に、産業界と連携した市場経済
活動の数理モデル化による研究等を実施。

融合分野を切り拓く多彩な研究分野・学際的環境

iTHEMSの多彩な融合論文
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iTHEMS Platform
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iTHEMS LecureWeekly Coffee Meeting

Monthly Wine Meeting



若手人材育成
• 京大MACS教育プログラムとの連携(2018.4-)
• 東大教養学部学術フロンティア講義(2018.4-)、学部実習生受入(2018.8)
• 基礎科学特別研究員(SPDR)、理研ジュニアリサーチアソシエイト(JRA)、

国際プログラムアソシエイト(IPA)の受入れ

広報
• ジャーナリスト・イン・レジデンス
• 各種市民講演会
• 理研プレスリリース

分野横断型研究促進・産学連携・情報共有
• 全体コロキューム （隔月）
• 産学連携レクチャー （隔月） AIMaPと連携
• コーヒーミーティング (毎週金曜日 12:30-14:00)
• ワインミーティング （毎月最終金曜日 18:00-)
• 連続レクチャー （月２回ペース）
• 国際研究集会 (不定期、隔月程度）
• 個別セミナー (不定期、１週間に複数回程度）
• 特別講演会 (不定期）
• ワーキンググループの提案受付とサポート
• ニュースレター （電子版を毎週月曜発行。既配信約250号）

頭脳還流促進サテライト (SUURI-COOL)
• 神戸（理研 神戸ポートアイランドキャンパス）
• 仙台（東北大 AIMR内）
• 京都（京大 北部構内）
• バークレー（ローレンスバークレー研究所内）

具体的活動
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分野を越えた融合的研究は一般にハードルが高い。
①融合的研究が出来る優秀な人材を集める。
②若手に自由な雰囲気を与える。
③PIは様々な交流の機会を提供する。



9http://faculty.ms.u-tokyo.ac.jp/users/riken/

東大出版会から2019年秋書籍化決定

iTHEMS若手研究者による東大駒場でのリレー授業



1st “自動運転技術”        （トヨタ） Aug. 8,  2014
2nd “金融工学”               （みずほ） Sep.30, 2014 
3rd “工学における数値シミュレーション” （ASTOM） Dec.18, 2014
4th     “グーグル翻訳” （グーグル） Feb.2, 2015
5th     “人工知能の現在と未来” （ドワンゴ） May 12, 2015
6th     “計算創薬” （武田薬品） Oct 22, 2015
7th     “自動運転と人工知能” （TOYOTA） Nov 20, 2015
8th     “農業経営におけるデータ科学” （JSOL） March 1, 2016
9th     “産学連携の実際” （大日本印刷） May.27, 2016
10th   “経済物理学” （京都大学） Sep. 30, 2016
11th   “情報解析と分析教育” （スタンフォード大学） Dec.. 19, 2016
12th   “量子ビームによりエコタイヤ開発” （神戸ゴム） Feb. 23, 2017
13th “数理統計技術の高度化が金融にもたらす新たな価値 （JSOL） Jun. 15, 2017
14th  “AI スマートロボットとビジネスモデル” （Mercury） Oct. 5, 2017
15th “建設・鉱山機械の技術と事業戦略” （コマツ） Jan.15, 2018
16th  “基礎研究の広報・PR活動” （アサツーディーケイ） Mar.30, 2018
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理研と企業の数理科学研究者の交流



【共同研究の主な概要】
グラフ分析手法を用いた金融・経済現象の解析と、金融業務等への適用可能性の検証。

従来のデータ分析 グラフ分析

iTHEMSの民間企業との共同研究例

民間企業からの実データ提供 分析結果の検証、業務適用
可能性の検討 各共同研究機関と連携し最先端数

理手法を用いてグラフデータを分
析、解析→ソフトウェアを開発【グラフ分析手法の特徴】

2018年7月 株式会社JSOLとの
共同研究締結：「数理的手法を
用いた金融経済現象の解析」

三井住友銀行, JSOL, iTHEMSが
連携し,「企業間のグラフ分析に
おける産学連携共同研究」を開始。
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数理創造プログラムを核とした国際頭脳還流の深化
数理創造プログラム（バークレーサテライト）が中心となり

米国西海岸の研究機関・企業と連携して
量子コンピュータの基礎数理や基礎技術に関する日米プロジェクトの芽を育てる

http://rb19.lbl.gov/
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数理創造プログラムによる先端融合領域の戦略的開拓
理研の各領域の研究ポテンシャルを横断的・相乗的に強化

工学
物理学

計算科学

生命科学

人工知能

創発物性科学研究センター

生命医科学研究センター
生命機能科学研究センター

仁科加速器科学研究センター

革新知能統合研究センター

計算科学研究センター

iTHEMS
＜数理科学＞

データ同化と予測科学の基礎数理
効率的かつ高精度のデータ同化に向けた現代幾何学に基礎をおいた数理理論の構築と
アルゴリズム研究により空間的・時間的に桁違いの気象シミュレーションの実現を目指す。

深層学習とそれを越えるための基礎数理
深層学習が効果的である理由を数理的に解明し、それにより深層
学習を超える次世代の人工知能の手法の発見・開発につなげる。

量子コンピュータの基礎数理
量子計算等の基礎となる量子エンタングルメントについて、代数的数学手法
で整理し、量子計算アルゴリズムとその効率化に新しい視点を導入。

細胞内の相転移と統計力学の数理
生体内の細胞機能発現には、DNA塩基配列だけでなく細胞内の相転移が本質的

役割を果たす可能性が指摘されており、この相転移を、統計力学をはじめとする
数理科学的手法で解明。

ゲノム解析と生命進化の数理
ヒトやマウスの遺伝子翻訳効率を高めるRNAについて、その分子的機構を分子進
化・集団遺伝・比較ゲノムに基づいた数理手法で解明し、生物界全体で同様なRNA
遺伝子を網羅的に同定することを目指す。

爆発的天体現象と元素創成を解き明かす数理
超新星爆発等の爆発的天体現象による地球成層圏の化学組成への
影響や重元素合成を、多数の要素が絡み合うネットワーク理論の観点
から数理科学的に解析。

普遍的な数理モデルの構築と適用による高度化社会の構築
⇒持続的社会を支える普遍的な知の創出と活用へ

QOL高度化健康寿命増進

次世代資源国 次世代社会インフラ
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